
安全な保健医療用暢  18  18  厚生労働  大山 永昭  保健医療橿祉分野における安全なネット  オンデマンドVPNを利用した匿ヰ†■嶋濁  現在利用されている匿憬間違機関を糟  2007年4月に決定された汀新説手職時の  オンデマンドVPNは、VPNの穫概先を  0  D  4  0  3  0  0  ■  0   
流通に向けたネット  科学特別  ワーク暮盤の構事のために書効な技術  通のためのネットワーク暮盤の構築に  ぷネットワークとしては、IP－VPN、イン  「政策／くッケージ」では、EHRや年会を  容易に追加・文王することができるた   

であるオンデマンドVPNは、2晴膚PKIを  よって、医療業務全般に情報技術の書  ターネットVPN、公衆回線讐、様々なもの  含む社会保障に関する惰書を個々の四  め、匿ホ分野での利用に讃していると判   
ワークのセキュリティ    研究             評価の技術的方策に  サポートするICチップと暗号嚢tを縮み  及が促進され、鯵断技術の向上、事務  がある。本研究でははじめに鰹＃分野で  民が一元的にt書できるt子私書箱の  断されるが、本技術の本rは、インター   
関する研究  合わせることにより、インターネット経由  処理の迅速化、コストのl用船どに繋が  用いる斗合のネットワークの安全性専に  構想が述べられており、このt子私暮箱  ネット健由でVPNに必須となるシード鍵  

で任兼の玉撫Ⅶ1施股間を迅逢、¶  もと書えられる。またこれまでは、ネット  Ⅶする書戚と対策となる事未定暮を明確  を実現するためには、OD一VPNが書手  を安全に配送できることである。既存の  
便、安全に捧蛾することができる。本研  ワーク井用や安全性のれ点から実施が  にし、次に樺々なネットワークの暮用形  な役割をtたすと考えられている。さら  企＃内イントラネットや自治体を緒ぶ」G  
究ではこの技術効稟を電愴的及び実職  困難であった、遭隋匿攫や匿★q叫■  他に当てはめて分析している。この成集  に、2011年を目途に興研されるレセプト  PKIなどでは、このシード鴫の変王や王  
的に確野した。オンデマンドVPNの暮木  携事の＃廣な匿膚業務形態が実現する  は、平成柑年3月に策定・公表された匿  のオンライン化に必暮となるネットワーク  順に多くの作業を手していることから、本  
技術の興用化は、現在平内3杜により行  療惰書システムの安全t理に関するガ  
われおり、遭隋匿♯や匿ホ機関連携事  イドラインの●雫★料になっている。   
を低コストで実現すると期待されている。   とから、運用コストや使い闊手零を勘井  

した書道なネットワーク形せが実現され  
ると期待される。   

件を馨¶朋に  地ヰ及び¶既における医覆間係暑、一掃  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

る蚤徽闇偽書の手動  科学特別  地域及び痍睨におけ  18  18  厚生労働  武林 ▼  人的責凛としての医師の電tについて、  圧師のけ粍漬足度とそのヤ書にある労  医師の労働環礪、労tl条                               既＃の統一十暮料を活用した相場の作成  勤す壌との間1に関して、PubM●dをリ  騨価し、定量化するためには、必筆な勤  に医師の書勅語用に★する指攫ならぴ   
活用に暮する研究  研究  こついて、♯遭府れレベルでの絆価を  ソースとして12件の文♯レビューを実施  精時間と連携した勤務内容分析、いわ  に現■臣節の労働す壌を客観的に騨一面  

行ったところ、医療f滞の分布のばらつ  し、書簡濃足魔の鞘tにある事田、♯務  ゆるタイムスタディの実施が不可欠であ  するタイムスタディの方法論の確立につ  
きに加え、診療アウトカムと臣■責朋と  
の間l＝は、全体としては統計学的に書壬  
な蘭遽は揚幕されなかったが、比餃的人  
口規模の小さい地媚では、同レベルの  
鯵■アウトカムに対する医療★潤厳にば  
らつきが認められた。   への考慮が少なく点が間糧であることが  

明らかとなった。   書とする他針式1分竃Z4晴¶タイムスタ  
ディの方法幹を確立した。   

わが四のホ院におけ  18  18  昨生労働  遺書 弘丘  匿攫♯闇における汀化の現状および汀  t子カルテの導入効1に明して．「息  ガイドライン専の開発lまない。   本研究の成果は、新グランドデザインの  特にない。   0  0  0  0  0  0  0  0  0   
る汀化の現状と辞職に    料掌特別  化へのニーズ琴を杷4することができ  書・崇族への扶明J「愚書の待ち時Ⅶ短  策定に活用ならびに今後の医療分野のl   

関する研究  研究  た。汀化によるメリットについては、すで  T化の政策立藁に反映される予定であ  
に汀を導入済みの施設ほどそれを強く菓  る。   
臆している隕向が見られ、比牧的大きな  
■恍の■■は、多くの点で医療汀化の書  
用性を騨価していることが判明した。   

答えた比辛が書意に書かった。今後もさ  
らに匿ホ汀化のt及が1書であるとの  
書えは．多くの藍師の共通堵仇であると  
書えることが判明した。  

地ヰでの新型インフル  18  18  井生労勃  押谷 仁  地域における新型インフルエンザ対策  バンデミック時には多くの患暑が発生す  本研究におしlてガイドラインなどの開発  地犠での新型インフルエンザの現状をア  研究代衰看は、地ヰでの新型インフルエ  0  0  12  巴  19  4  0  0  14   

エンザ対策の現状と  科掌特別  は、早急に対策を壇める必事のあるもの  るためlこ．匿■体刑を維持することは新  は行っていないが、研究場力看である＃  ンケート闘士により把壇し、さらに数理モ  ンザ対策を推進するためにシンポジウム   

対策推進に蘭する研  研究  である。本研究において、我々は仙台飾  型インフルエンザ対策としても暮異な練  ■書♯子仙台検疫所鼻（当時）とともに  デルを利用して仙台都市圏での新型イ  や研修会事に参加して、本研究によって   
査研究  市tでの露染拡大について数理モデル  糧である。我々は、行政、筐★従事者、  市民へのインフルエンザバンデミックに  ンフルエンザ感染のシミュレーションを行  得られた庇稟などを使って講漬などを  

を使用したシミュレーションを行った。ま  大攣の書門書とともに官職県における新  開する管尭ビデオが開発されている。手  い、施策を立てる上で●考になる★料を  行っている。また、新聞・テレビにも多数  
たこれまでに対策の基礎となっているエ  型インフルエンザ対策の現状および今  た前述のとおりパンチミック時の匿■体  攫供した。またグループディスかソション  取り上げられている。  
ビデンスを網羅することにより、将来にお  
ける地壌での新型インフルエンザ対策に  組みに明して意見文換を行った。また研  
対する提書を行った。   る1北大事大草枕匿学系研究科のt来  究代畳肴は厚生労≠雀新型インフルエ  

満夫教授により■暁におけるパンデミツ  ンザ■∩モ会絆の婁■として≠研究の  
ク時の対応に叩する啓発用ビデオが作  成果を用いて寧のガイドライン策定に零  
成された。   与した。   

的臨床駄隷書のあり  科学特別  数が虞における輝震  18  用  厚生労働  大野 幸雄  マイクロドーズレベルの匿藁晶開発傾樗  効率的な医薬品開発＝必事ないわゆる  マイクロドーズす床F験に開わるガイド  総合科事績儒戚■やライフ■運事でマ  研究胡については茶事日t（1／之9）に、日  ヰ  0  0  0  5  0  0  0  0         勤王をヒトで初めて投与する静に必事な  フェーズゼロ臨床賦♯を行うに静して必  ライン作成のためのたたき台を作成し た 
方に蘭する研究  研究  ．   

しと糟檎されており、本研究はこれに応  
ベースをⅥ暮し、明らかにした。   た。  えるものであり、平成19年魔の研究に  

おいて、ガイドラインを作成するための遭  
筋を作成した。   催した。   

10   



違法ドラッグの迅速檎  0    0  0  0  0   

査法の開発   科学特別  麻藁指定のMDMAとTFMPPについて、  
研究   柵準晶か★くとも生休試料中のこれらの  

乱用薬物を精度よく定性する方法を構集  
した．また、温情販売で科人した橿物系  
ヰ法ドラッグに含ぎれる成分分析を行つ  
たところ、サルピノリンAを含む製品と．  

幻鷺作用を著するハルマラの指構成分  
及びフホテニンを古書する製品を確認し  
た．これらの研究成果により」■法ドラッ  

グ乱用の迅速かつ広範な把1と、1法ド  
ラツケ使用毛の推定や中暮熱暑の薬物  
動態の追跡などに大いに賞することが期  
挿された．   

違法ドラッグの書▼性  18  18  丼生労働  花尻 瑠理  平成18年にホ事注が改正されたことに  本研究は臨床研究ではなく、違法ドラッ  平成18年11月9日に行われた饗事・土晶  本研甥でとりまとめられた遵法ドラッグに  全平の地方衛研の捏当書が井まる全四  0  0  0  0  0  0  0  4  4   
騨価の方法に関する  科掌特別  伴い新しく導入された指定薬物制度に対  ケの監視指導行政に千僧するために行  衛生書礼金指定薬物節会において、■  間する文≠Ⅵ壬緒井は、間址となる化  衛生化肇技術協■会において1法ドラツ   
研究  研究  応し、間壇となる遵法ドラッグについて文  われている   ■用●考★料として本研究緒tが1離  含柚・は軸（成分）を指定薬物として規制  グの会田流通≠態明査鰭集を睨明する  

職調査・収■を行い、薬理作用（青書性）  利用された。特に檀物lこついては、立法  するために必事なよ礎情報以外の用途  とともに、指定薬物制度について自由義  
情報を中心に義理し、指定薬物として対  ドラッグとして流通している穐物で中枢  として、陣生労働省が行う食藁区分にお  会を開催し肘輪を行った。また、日本に  
応すべき薬物及び細物をリスト化した。  作用を著するものについて文麒慣竹をま  いて、対暮化合物（檀袖）が「書ら医薬  おける違法ドラッグ流通状況事につい  
また、≠物については、流通実態研董  とめ、S山iddivinorumのみが平成18年  品」としてリスト化されるべきかどうかの  て、本研究鴫集の一部をまじえ、台湾、  
（活性成分分析、暮膚欄日加一別事）を行  11月現在で檀物として規制範囲が明確  判l折根拠としても眞楕利用された。ま  韓匹、米瓜の規制業物担当部胤こおい  
う必辛があるもの、鑑別を行う際に相磯  で、成分的にも指定薬物として指定可能  た、違法ドラッグ成分メテロンを麻薬に搾  て講漬を行い、国際的にも情≠収集・榛  
成分となりうる化合物を明示した。本研  であることを示した。書換も、随時、間糧  定して粧しく規制を行うために必事な暮  供を行った。さらに、本研究撼稟の一部  
究緒兼は、1法ドラッグを指定薬物とし  となる薬物、櫓物が指定薬物として規制  をまじえ、平成19年度日本法中事筆会  
て規岬1するために必蔓な暮礎的情報を  されることになるが、本研究緒集はこれ  のシンポジウムにおいて講漬する予定で  
提供するものであり、電の監視指事行政  らの指定に対し書用な情報を堆供すると  ある。   
に千♯するものである。  考えられる。   

医薬品零の書効惟・安  18  柑  庫生労働  t野 純  研究レベルで用いられてきた市雷廣マイ  眞樟の踊床的データは得ていないが、  遺伝子発現解析の標準化研究は樽に書  鴎床匿覆闇囁、劇薬爛欄、化筆工兼晶  0  24    16    2  5  0  0   

全性評価に★する遺  科学特別  クロアレイや定■的PCR専による遺伝子  医薬品の■効惟・安全性の確保に係る  いたばかりであり、ガイドライン策定に隋  製造領域に於いて標準化技術の導入に   
信子発現解析の四隣    研究  発現憎疇を、医薬品書の有効性・安全  遺伝子発現解析の四隋的な適合性に★  してはモなる鴎内の惰tの♯約と間d  ついて横田を行ったところ、申隋側には   
的躊導化に闇わる研  性鮮価に適用する静に間趨となる、それ  することにより、将来的な六軒が期待さ  点の抽出が必事である。遺伝子発現解  現時点では必手性がなく、また中門に幣   
究  らの遺伝子発現解析の標準化に朋する  析の標準化に向けた活動に技術的に関  

間糧点をi理した。また、遺伝子発現解  与し、ファーマコケノミクス開運のガイダ  
析技術の利用状況を幅広く椚董すること  ンス井作成に書することを目的として、ま  
により、各積壌に於ける橿坤化の必蔓性  た、関係する行政儀闇（曙生労働省や匿  
及び実施の可能性を騨価するとともに、  薬品医療儀♯総合♯構）に於いて榛肘  
樗牛化に必暮な暮本技術の遭定と、運  余事を臥ナ、汁愉の釘ナ皿を用暮した上  
用上の間鴫点の洗い出しを行った。   で、ガイドラインを策定すべきであること  

を、成井報暮に檀丁した。   で理解が綱られることが判明した。   

仇達彦薫晶防止対策  柑  】8  厚生労働  木村和子  個人竹入代行によってjl書曹は処方せ  インターネット上の輸入代行♯を通じて  医薬品個人廿入対策マニュアル1．イン  医薬品の個人職人対策檎肘1料となる  今後雫食発表、投稿を行う予定   0  8    0  0  0  0  0  0   

を含めた医薬品個人  科学特別  ん医薬品や禾承聡薬を鶉外の流通業著  仲人♯入した医薬品は処方せん藁で  クーネット上の●入代行兼による匿薬品  予定   
愉入制度の研究  研究  から容易に入手可能である。しかし、輪  

入代行集のサイトには業態の不透明不  
安定なもの、表示と1う商品の送付、触  
法行鶉が暖められた。また、添付文書は  
外四倖だけであり、流通業肴により挿入  
される日本瞳説明書には過ちが頻発し  
た。il★肴は傭人●入のこれらの危険  
性を匪撤し．安あに行わうべきではな  
い．一方で、日本向け医薬品の発送葉  
書は雪濠、タイに▲申しており、これらの  
流通業書の協力を得て保健衛生上の危  
書の防止を図ることが望まれる。   

健鷹食品の書効性及  柑  柑  厚生労働  田中 平三  本研究は、ガイドラインの作成を目的と  平成19年鷹の検討会で、暮書★料とし  なお、業界紙聞からの憫い合わせは1件  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

び安全性の確保に係  科学特別  するものではない。   て採用される予定である。   あった。   

る制度事の四際比較  研究  
研究  
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t内ラドンの肺癌リス  18  18  厚生労働  触木 元  本研項は、米凸のB∈旧Vl畢■会が鉱山  1内ラドンによる被ばくは、自然界から  なし   伸HOは、2088年廣にt内ラドンの規制  なし   0  0  0  0    D  0  0  0   

ク研究の現状騨価と  科学特別  労働毒の疫学研究をベースに開発し、  の放射線被ばくの約50†もを占めるアル  ＝関してガイドラインを策定する予定で   

旗糧  研究  EPAが乗tさせたリスク推計モデルを用  いる。本研究成井11、我が孤の政策決  
いて、我が寧で初めてt内ラドンの肺癌  定の静の益礎★料となるであろう。   
零与リスクをI＝■しようとするものであ  

る。我が打の人口密度を椚聾した丘内ラ  
ドン濃度の平均佃としては、トロンとラド  
ンの両者を瀾定する測定静を用いた緒  
よがある。その胤に近い0朋05WLM／yと  
いうラドン職責1での肺癌零与リスク  
lま、我が℡の喫煙男女（現在禦憧書を  
含む）で＝l、非喫煙男女で9朋もと賦暮  
された。   

が閣における次世代ワクチン  我がⅦにおけるワクチン開発進める上   に断れする先導的役割を稟たし  「日本発のワクチン開発をめざして（平  0  0  0  0  0  0  0  8  0   
現状と今後の研究聞  科掌特別  ワクチンの開発研究の  18  18  厚生労  山西 弘一  わが平において、迅速かつ効よ的にウ  サ憬、わ    慶事T                             クテンを開発していくためlこは、ワクチン  の開発にあたっては、ウイルスや細首な  で、「ワクチンの非臨床安全性鰊♯に開  ている墓礫研究書、開発研究書、臨床  成18年2月7日・t貫）」とせした先端的ワ  先日欄に関する臍董  

研究  開発に共通に用いることができる暮犠研  どの微生物に対する自然免疫、獲得免  するガイドライン」、「ワクチンの臨床賦麒  研究書、行政t、事董甘などが日本発  クチン開発研究の状況についてのシン   
研究  究分野の研究を雛壇していくことが必羊  療系を各々のホ原性、浸入門戸・憬れ  における騨価に関するガイドライン」など  世界に向けた次せ代ワクチン開発という  ポジウムを聞≠し、約2㈹名のワクチン  

である。≠断的研究開発饅鴫としてーア  のメカニズムに立脚し、選択的に賦活す  の研究開発指針の策定に向けた研究、  大きな目標を兵書し、鴎長の支掃を得た  研究書専の●加を得た。ここでも、横断  
ジュ／くント」「新しいベクター」「投与鞋跨・  ることが必tである。さらに次世代ワクチ  治♯環境の生憎、企業との連携体制の  環壌下でベンチからフィールドを目指し  的研究開発課鰻として「アジュバント」       バ 
デリリー」を中心に、叫係する研究★  ンとしての書勅性、安全性を考慮して研  暮傭専が必事と青えられた。   た次せ代ワクチン開発職略と推進が不  「新しいベクターJ「投与経路・デリバ  
間専が■携し、統一的な概略に暮づき  可欠であると書えられた。   リー」に■杓できることが支持された。   
研究を遺める必辛があり、これらは闇係  
育との書見交換においても支持されてい  
ると考えられた。   えられた。  

抗血小板薬の反応性  16  18  ヒトゲノム・  池田 れ夫  本研究では抗血小板藁の反応性に闇壬  抗血り、頓薬の反応性に間違する遺伝子  本研究の成1は1体的にガイドライン事  抗血小板薬による疾層のマネージメント  血液の竿会では世界■大であるアメリカ  ■  96  9  ■  9  †0  2  0  0  ＝  
間ユする遺伝子の  再生医療  する遺伝子を同定するために、横縞因  を同定した本研餞の成集は「傭人ごとの  の開！引こは現時点で蘭与していない。し  を必璽とする慮書は数多いため、抗血小  血液手金に本研餞の成果が採択され   
同定  讐研究【ヒ  チアブローチに加え、マイクロアレイを用  抗血小板稟選択」のための血小板機能  かし事象事での成t発表において注目  板薬は世界中で、また日本においても大  それら発蠣の静には多くの書門書から  

トゲノム遺  いた網羅的解析を行った。さらに抗血小  騨価システム、抗血小橋薬の効果予想  されているため今後、今回得られた絶景  tに使用されている薬刑である。その抗  注目された。また、日本血液学会、8本  
信子治療  板藁の反応性にはもとの血栓形成能も  の遺伝子診断システムの構築、その≠  は血小板機能騨価システム、抗血小板  血小板築の反応性の個体≠に間1する  血栓止血学会における本研究の成集発  
研究】  関与すると考ぇ動脈血栓痘に関1する  用化に向かうことと考えられる．机血小  薬の効果予想の遺伝子診断システムを  遺伝子多型を間定した本研究の成業は  未においても活発な擁鎗が行われた。  

遺伝子多聖を撲袖因子アプローチ、マイ  椴井は世界中で大■に使用されている  用いた抗血小板水注の個別化医療のガ  個々の患者ごとに遭切な抗血小板藁を  
クロアレイ解析により♯肘した。これらユ  
ニークな方法により得られた精霊は、抗  を鷹少させるというE療経済局への天職  
血小板薬の反応性に開逢する遺伝子の  において非★に暮羊である。   
同定のみならす、抗血小板薬の反応性  
の個体書の機序の解明にもT僻した，   

に暮霊である。   

爛尿肩先症遺伝子W  16  8  ヒトゲノム・  間芳克  ウれレフラム症候群贋因遺伝子WFSlが  WFSlの機能欄明は膵β細胞維持という  なし   なし   2008年3月8日朝刊 新聞報道七日新聞  0  36  0  0  160  22  2  0  0   
FSlの機能解明と折  再生医療  コードする生白は、小胞体力ルシウムの  新たなコンセプトの劇薬につながる点で  r内臓脂肪に食欲ブレーキ内■－★北   

統治療法の開発  零研究【ヒ  憤甘性の維持に工事な役割を兼たして  大グループ」朝日斬蘭「内鼠脂肪、沖  
トゲノム遭  おり、ウオルプラム症候群では、WFSl書  蛙介し「食欲抑制」一文北大集1」験充  

伝子治療  白の欠損が小池体の機能入井を来し、  新聞「内臓脂肪からやせる慣号一文北  

研究】  
小池体ストレスによるβ細胞のアポトー  大グループ」2008年3月8日テレビ欄遭  
シスの大道によってβ細胞暮の低下に  NHKニュース「内農相肪の柵経信号が  
至る緒1、糠床ホを発症する。   用した陣β絹地触の増加にも成功し、全  食欲明蘭」など2000年8月1引ヨ翻刊斬  

く新しい視点からの治療開発に応用でき  聞報遭舶日新聞肥満lこ「体内警告」  
るものと着えている。  ★北大敵機ら解明肝職から髄へ慣号  

2008年¢月11日テレビ帽遭ニュース  
NHK（全四）など   

フリオン量白及びその  1る  18  ヒトゲノム・  片峰 房  正常型PrPに縮合し¶遁を安定化する新  治環浅間集の臨床賦験連行には檀魔の  なし  クロイツフェルトヤコフ¶（CJD）をはじ  抗プリオン薬の化事構造の貴通化菅行う  0  36  10  0  23  柑  8  0  0   
関連遺伝子の構造・≠    再生医膚  積化合物GN8をれ逢愉的に予測し、in  書い中期診断法の開発が不可欠であ  めとするプリオン■には嘉納な臨席欄欄  ための論理的劇薬に朋するさ盤を櫓築   
舵に暮づく治療法の開    専研究【ヒ  vi廿○とvjvoで抗プリオン活性を碓麗した。  る。本研究では、多数例のプリオンホ息  手段がないのが現状である。せ界にお  することが出来た。   

発  トゲノム遺  GN8の作用メカニズムは．正薫製PrPに  ける牛プリオン爛（狂牛嘱）のヒトヘの伝  

伝子油糧  縮合し．その立体構造を安定化させるた  穫をめぐるパニックに加え、我が屯では  

研究】  
めであることを明らかにした。（2）プリオ  不事にも硬牒移繊後のCJロ鳥書が多発  
ン類似ま自Dplの神経■性分子★構の  し感染性プリオン■の甘戚にさらされて  
一端を明らかにした。（3）プリオン複製に  いる。このように薫膚の課ぜであるプリ  
関与する檜主遺伝子傾和を柑檀見出し  オンホ診断・治療法の開発に向けていく  
た。   法として髄液タウ量白土の診断墓場とし  つかの工事な知見を得た。   

ての書用性を世界で初めて示したもので  
ある。  
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ホ齢看疾患の共通の  該当せす   該当せす   0    0  8  4  4  

リスクファクター・肥満  ケナル伝達システムとしてb●b－  
を抑えるための新戦略   Klo山中／FGF19システムを無臭した。bob  

トゲノム遺  －Klo仙○／FGF柑システムはコレステロー  
伝子治療  ルから胆汁酸を合成する代剛経路の博  

研究】   
遼酵素であるCyp7Alの無視抑制を介し  
てコレステロール代謝を制御しているこ  
とを明らかにした。   

山   
子を用いた2型糠床ホ    再生医療  ／ 
遺伝子鯵断法と新規  専研究【ヒ  、／ 
治膚法の開発  トゲノムil  ン10闇1分子を包括的に網羅し有力闇  ムを立ち上げ1与個の2型糖尿書簡規治  が行われてい．しし、   な    な戦略  、 アリレの組み合わせを用いた早期診断   

伝子治療  。 ロモーター部位を精査し若年発偏成人  ． lD342ヰを過剰発璃させ欄個用耶も膚に   
研究】  

型♯床病の仲田遺伝子である艦亭田子  有効であることを書床椚肥満モデルマウ  る。仮に新規疾患間違遺伝子が同定さ  覆刑横神化合鞠は、書尿鋼肥1モデル  入性、岬1御メカニズムなどの研究進農は  
が特■的にID3424の発現レベルをあげ  スの治■により実狂した。さらに本研究  れたとしても、その遺伝子と疾患の発症  マウスのID3424過剰発現による治膚の  はかばかしくない．しかし、今回の量白  
ており 書尿椚治♯の一つの分子橿的  で開発した遺伝統t十解析ソフトウェアを  メカニズム解明への明確な戦略がないこ  成功から判断しても実現性の古いものと  Xネットワーク解析の綿集㍉世界に先駆  
であることを明らかにすると共に若年型  用いてカル／くイン10湘1分子の遺伝子  とも断たな間趨として浮かび上がってき  書えられる。   ナ、カル／くイン10が糟代謝に闇わるシグ  
と成人製の糠床■の共通の分子暮磐を  多製を用いた高市鷹2型★尿嘱感受性  たが、本研究開発では主相席国遺伝子  ナル伝達分子＃の複合体として働いて  

決定した。また独自に遺伝子多型解析プ  いることを明らかするとともに、その制御  
ログラムを開発し、多聖子ータブロセッシ  ／くクーの相互作用ネットワークを捉える  はインスリンの代納にも依存しており、血  
ングに暮する時Ⅶを数日から数分へと大  ことを三日とし逢■したことによってボス  糠Ⅷの恨≠性に関与する暮薯分子であ  
疇に短絹した。   トゲノム研究の模範となった。  ることを明らかにできた。   

高齢者特発性遭血陣  なし   なし   3    25  

書の大横壌ゲノミクス  おけるゲノミクス解析は殆ど報告されて  
解析による耕地解明   事研究【ヒ  おらす、CD3ヰ嬢性分画を純化して発現  

トゲノム遭  解析をした例が緻例嶋合されているに過  
伝子治環  ぎない。CD34に比べてCD133は厳密に  

研究】   
遣血幹細胞近傍のみを純化しており、  
我々のアプローチは、疾患細胞の分化  
レベルなどに影書を受けないけ廣のホ  
いアレイ解析が可能である。   逢■離≠の解明、核聖■禦の慣由1白  

の同定など、様々な虎夫を攣げることが  
できた。   

出  
小暑主筆廣患横断的    再生医療  1、、／  、、、 
メディカルりくイオリ  零研究【ヒ  ／ン。  コ、  、 
ソースハンク及び丁－  し／マ 
夕べース構築と遺伝  。 を見出した3）ALDH2il伝手書を除き、  、 囲、アレルギー性疾患に関係する分子   
子・遺伝子産物網羅的    伝子治療  一般に市血圧発症に書与魔の高い変■  群について断たな知見を冊、我が華の  ハブロタイプ情報は、医薬品申什にあ  上、書暮が大きい。ゲノム、プロテオーム  2005年11月5日に、快充新聞一面に四   
解析に▲づく疾息・藁    研究】  の頻度は低いことを九出した。4）代剛性  症例の理解・対策に■博した。2）食遭が  たってのゲノム薬理竿的情報に鵬する  などのt■的な解析により、SNP■が1  胃匿環七ンクーにおける「明日の医療≠   
物応答関連分子経路  疾患の遺伝素因に叫する統合データ  ん・椚小絶胸がんの化攣＃浅・放射牡攫  今後のガイドライン作成に極めて有用な  事な鼓現型の代替バイオマーカーとして  現プロソエクト」のスタートが取り上げb   

の解明  ベースJMDB■SOを公開した。5）炎症鳩  同定できれば、健鷹行政上大きな成井と  
韓トランスウリプトーム解析から、棟数の  なる。平成20年度にヰ0■以上の生活響  

特定繍能分子を同定した。6）薬物代鰊・  慣ホ検診が必漬化されることに恥逢し  
動態間違遺伝子の日本人のホ密度／＼プ  て．代謝症候群の覆霊指導に役立てる  

ロタイプを明らかにした。   と薬物応答性との臨床相関解析研究の  べく、恩讐指導用ツール（診療データブッ  

立＃・連行に書用な情報を提供した。   ク）を作成した。  

0   

g－8GtingHVJ－E   当研究の集の1つは． マ一によるエンベロープベクターの血液  、 
専研究【ヒ  ■し                           中での安定性の増強である。多くのウイ  
トゲノム遭  

ルスペクターは間樽の間鴨を絶えてお   Ⅷが轟い遭開眼移▲や樽檀癌への効   

伝子治頭  
£ 

リ  
研究】  に応用でき遺伝子治覆効よのに  にン  。 

つながる もう1つは子工  
を駆使して標化可  。   
蘭発したことでこの方法自体斬で  っての   
手術的な価≠が書い 標的分子とウイ  用のタ 
ルス蛋白とのキメラま白の細胞内動態  つい。 
ルスs  、 
ながる知見も攫供できた。   肇会による作成を肘Ⅷ中である。   
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サル専を用いたウイル  18  18  ヒトゲノム・  倉田 椴  AVベクターにインシュレーターを搭tす  HSVの欠檎免書■劇（HFlO）は瘍細朋で  パーキンソン覇に対する遺伝子治療（自  rHHV－6またはHHV－7由来の縮み攫え  0  92  山  0  90  10  3  0  0   
スペクターの安全性・  再生医♯  ると、導入遺伝子の発現香椎持する効果  遭択的に増殖することから、8例の皮膚  治医大、平成柑年中隋）に使われるAAV  ウイルスベクター．その製遭方法、それを   
■効性の騨価に開す  専研究【ヒ  があった。外来遺伝子の不活化機構の  振移再発性乳癌鳥書と3例の瑚顆部癌  ベクターの安全性・書効性の騨価におい  用いた宿主細塵の形′転換方法、それ   
る研究  トゲノム遺  解析、遺伝子欠穐症の治オペクタ一に  患讐の騰ヰ部にHFlOを掩檀する臨床杖  て、当研究班の人AVベクターの特性にⅦ  により形■転換された布主細胞およびそ  

伝子治療  応用できる．センダイウイルス（S●∨）ベ  する知見が役立った。   れを用いたil伝子治療方法」を申絆し、  
研究】  クターをアカゲサルに桂■捜穫すると、  rHFlOを使う癌のウイルス療法に関する  

暮鰹に限ホして感染し、速やかに排除さ  特許」申用を葬儀している。   
れた。導入遺伝子は書尭嘱し、よ期間  
GTしメモリーが維持されていた。坑SoV  
抗体存在下で榛積しても、導入遺伝子  
は発現し」川陀免疫応答も■かった。  
これらの成果は、ウイルス筆書n臆書に  
先妻され、書い騨価を得た．   

AAVへクターを用いた  16  18  ヒトゲノム・  ‥ ＝＝  ▼  本研究では、これまで用いられてきた血  血瀾甘型の仙Vベクターを坪用すること  本研究を遭める過橿で、躊床グレーテイ  断ジストロフィーに対して治覆を開発丁  本研買を推進している王任研究書は、  0  58  g  0  55  44  0  0  0   
筋ジストロフィーに対  再生医欄  謂2型のアデノ随伴ウイルス（AAV）ベク  により、局所注入のみならす静江あるい  ング、歩行テスト、MRl蠣を用いた筋ジス  るための研究は、檎文・学会発表のみな  05年8月モナコ円■嚢汁、07年1月フラン   
する遺伝子治療のpro    零研究【ヒ  ターでは実現できなかった覇ジストロ  ま皮下注を介しても全身の多くのt穐  トロフィー大の治＊騨価系について確立  らす、孤立精神・神経センターのホーム  ス筋ジストロフィー協会ワークショップ 
－Clinic8lstudy－  トゲノム遺  、         フィー犬■穐職における遺伝子発現を血  臥更には心月別＝おける遺伝子発現が  することができた．これ手で使われてきた  ページ、筋ジストロフィー協会の全町大  0丁年¢月順疾患に対して治オを開発する   
訪ソス犬t格筋で庇  信子治療  5t8型のAAVベクターを採用することによ  可能になった点が特暮される。これは、  小型のモデル動物に加えて、より大型の  食や広t専を通じて全皿に発情された。  ためのTr…t－NMDワークショッフなど欧   

リ速成できたことが特筆される。8型ベク  治療法開発の対象としている筋ジストロ  モデル動物を治ホ研究に使用できること  殊に、05年9月に開催された筋ジストロ  米で開催された数多くの研究集会に非   
めbれた免疫応答の  研究】  ターの使用により細胞浸潤が軽減し、遺  フィーが全身の書楕筋と心筋が進行性  こなったことで、内外の研究施設から多  フィー協会全正大会での主任研究書の  アメリカ、非ヨ一口ッ／くからただ一人招簿  

伝子亀現艶められた甘tとして、8型ぺ  に陣暮される痍七であもことを考えると  くの共同研究の申込みを受け、アンチセ  講漬はファイルとして同協会のホーム  を受け研究成tを発情することができ  
クターが局所的中人でも導入サ格筋内  極めて1fな成よである。書換、治療用  ンス・モルフがノノによるエクソン・スキッ  ページ上で公開されて広く受lナ容れられ  た。手た、その取り綿みは05年7月朋日  
でよく拡散し、しかも免疫担当細胞から  遺伝子による筋ジストロフィー犬の表現  ビングについては既に治療絆価を行うこ  ただけでなく、韓虞の筋ジストロフィー協  新聞、08年2月NHlく教書テレビ「サイエン  
のサイトカインの遊離を刺激しにくい点  型の歌書効井並びに長期の安全性の檎  とができた。   会の手によって翻訳の上、公表されてい  ス・ゼロ」専により、メディアにも取り上げ  
がキえられる。   旺が求められる．  る．   られている。   

次世代ア丁ノウイルス  18  18  ヒトゲノム・  水口 裕之  本研餞では遺伝子工事約手法と化攣的  本研究で開発された次世代Adベクター  本研究により和られた庇1は遺伝子治  日本8iot●GhIl0l8騨Jap8n（2007年1月柑  0  61  22  7  148  22  3  0  山   
ベクターの開発暮盤研    再生医正  手法を駆使して広い感染域、禅的細胞  は、従来のAdベクターの問欄点である1  ★の実現のみならす、ポストゲノムにお  日、2085年3月30日）、日経産稟新聞   
究  尊研究【ヒ  指向性、およぴ書い安全性を付与した次  Ad受事体陰性細胞における低い遺伝子  ナる遺伝子機能解析など暮礎研究にお  （2005年5月20日、2004年11月4日）、日  

トゲノム遭  世代アデノウイルス（Ad）ベクター系の聞  中人効率、②hvivoi■伝子平入におけ  いても棲めて事用な技術になると考えら  本線清新Ⅶ（2004年10月118）に本研究  

伝子治療  尭、集現制御聖人dベクターの開発、次世  る高い暮性、③低い欄的僻地指向性、  れ、ひいては四民のt鷹11祉の向上に  で帥発した次世代アデノウイルスベク  

研究】  代人dベクターを用いた癌遺伝子治ホ研  もつながるものと思われる，   クーが取り上けられた。   
究、遺伝子発現抑制型（8jRN八乗環）Ad  
ベクターの開発、35里人dベクターの開  
兜・機能騨価などを行ったが、これらの  
多くは世界に先駆けて行われたものであ  
り、蘭書論文6†件を先妻するなど極めて  
大きな鷺■を持つものと患われる。   

生正凛への応用が期稀されも。  

細♯エ竿的手法を用  18  18  ヒトゲノム・  大森 事－  本研究班は、体内で自己絶托の■生を  本研究により、ヒト頚部気書で世界に先  平成15年版「印書書白書」によると、書  
い′蒙d幕生の暮健  再生医療  誘導するi＝血Ti85UOE叩∩関前叩の手  せけて臨床応用を開始し良好な成績を  ■書情、唄囁および呼吸の駆足機能博   
的・鴇床的研究  専研究【再  法を用いて、気1の繊隷書生をはかるこ  書肴は的12万3千人で、これらの疾点に  

生医正研  とを目標に暮礎的・臨床的研究を行って  悩まされている人はその10借はいるとさ  

究】  きた。暮礁集積として、自己の繊織が■  れている。本研究の研究成果により気道  
生するようにデザインされた人工材料を  の♯♯の機能的■生をはかり、気壇ホ  
開発し、この移袖により勤鞠★麟で気道  変切除後の呼吸、蠣下、発■、椚書の  
の安定した組織再生をt最5年の観幕に  機能陣書を回避し、Qu∂tiけOfufoの向  
て確聡した。さらに、気1上皮化の加速  上を実現することが可能となることが明  
をはかるべく、動鞠≠欄で気t上皮細傭  らかとなった。これらは今後叶書書として  
■とコラーゲンからなるハイブリッド人エ  認定される人数を減少させることにつな  
材料の開発や脂肪絶鞭由来餉欄朋と縛  がる可能性がある。   
織芽細胞の移繊度おこないその専用性  
を確鰹した．   

暮よ積ES】帽稚の晶1  10  0  0    3  0  0  0   

t】tと同穫移欄の安  再生医環  に■用可地な遺伝子マーカー、タン′くク  
全性確執こ関する研  専研究【再  rマーカーを檎薫し、暮曇積ES細胞に  
究   生医療研  挿入的に発現している4檀の遺伝子と4  

究】   檀のタンン／くクtを新規に見いだした。   
化断導では積鷹の豊はあるが未分化な  
ES細胞が残存し、テラトーマ形成のリス  
クが生じることが明らかになった。  
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膵■持場実施のため  16  18  ヒトゲノム・  剣挿 敬  l首死ドナー陣を用いる欧米と■なり、わ  本研究成井を、新鮮闊■移橿の臨床夷  不研究の1つの日的として、安全な闊■  闊  
の膵■品賞管理と膵  ＝ニー ニーi  鳩  
島／くンク所要の研究  零研究【再  会  

生医環研  究   
究】  ワ  

掌  
協   上）。またNHKや民放のテレビニュース 

可能な陣■（収1及び純度、機能）が十  †吐の鴇性化、HbAIcの低下ないしは正  もに、わが四の拝島分離・凛緒・移植施  、               ラジオのニュース、新幹線内のテロップ  
分精製可能であることが確認されたこと  響多くのマスコミで取り上げられた。   
は、わが四の臨床闊■移柚実相こおい  
て大きな成井である。   併症も見られなかった。本研究はわが凪  

の膵■移櫓実施において極めて大きな  
成果をあげた．   

移穐医膚に闇する凰  t豪当しない   作製していない   W  0  0  5  0  0  0  0  0  0   
際比較分析に闇する  再生医療  ラ  
研究   書研究【再  攫  

生医療研  宇  
究】   け  

丑  
行  
上  
か  
の  
旨  
学  
し1  

死   

アレムツスマフを用い  16  18  ヒトゲノム・  ・；： －」二  東京大字医事節附爪爛院で行われたア  アレムツスマフを用いたH」へ二座以上不  茸  
たHJA二座以上不一    再生医療  レムツズマフを用いたHしÅ二重以上不一  一致血繰看間移抽は、休外でのT絹地  治  
致血はドナーからの同    事研究【再  致血縁書冊移櫨のパイロット試験は、ア  除去のための特殊な装眞を必事としな  大  
稚造血幹繊胞移檎膚    生匿頭研  レムツズマフを用いることによって、これ  い画期的な移檀方法であり、また、これ  亜  
法の開発lこ関する研  究】  まで通＃の移織方法では不可能であつ  任  
究  たHU＼二座以上不一致の移櫨を、脾容  施  

範囲内のGVHDの発症頻度に抑制して、  る  
安全に行うことができるということを世界  が  
ではじめて示した。   れることになり、その鷺tは極めて書  薬  

い。その待井はⅦ静的一流紙に集覆さ  とl  

れ、今後は海外でも活用されることが予  他  
惣される。  れ  

★  
正  
十   

埼事粘膜上皮幹綿偲  18  18  ヒトゲノム・  木下 茂  ポストゲノム時代の21世紀を向かえ、織  難治性職表面疾患に対して、これまでの  本  
シート移榔術の聞先に    再生医正  力的な再生医事・幹緒地研究により、榊  培養口腔粘膚上皮シートによる服喪面  た  
関する研究  専研究【再  縫、ホ皮など綿々な綿■幹絶他研究が  再建術を総合的に評価したが、中量期  現  

生医療研  飛躍的に進歩しているが、口腔粘膜上  成績ではいずれも服喪面■址が可能で  幹  
究】  皮幹細胞に関する研究はほとんど鴨告  あり、一定の有効性が牝められることが  さ  

されていないのが現状であった。本研究  示された。また同時lこ移抽した上皮締地  得  
こより、邁択的に幹細他を採取して、埠  の書命や細胞生物学的特性を明らかに  ■b  

賽系を持ちこむために必書な幹細胞  し、安全性を含めた現存の培養上皮細  鴎  
マーカーの同定の試みに関しても、NGF  胞移穐の適応と限JL間櫨点を明確に  に   
レセプターの一つであるp門がその候‡l  することができたことは、大きな成集であ  ン  
にあげられたことは、今後上皮幹細胞移  上  
積を開発する上で大きな成果であると考  め   
えられる。   

皮膚細胞を絹地測と  16  18  ヒトゲノム・  中村 耕三  皮膚細胞からの石灰化を伴う寸分化を  従来のt再生医療は、愚書より採取した  平成18年3月14日の日経産業斬Wに、  0  田  0  0  59  30  9  0  0   

する新規t・軟書塵生    再生医療  誘導したのは本研究が書初である。また  幹細胞を利用していた．採取手術時の  本研究に関する記事が縄粧された。研   

漣の開発と臨床応用  零研究【再  本研究で得られた、t芳欄牌分化・書再  究の蛙緯、実施状況・研究結果に併せ  

生医療研  生に必蔓十分なシグナル縫筆削こ朋する  て、本研究の社会への六離任について  

究】  知見はサー生医事のみならす、書生柚  も記粧されており、本研究の意書を広く  
筆・発生学においてもー暮なものであ  社会に発Ⅷできたと書えられる。   
る。寸分化に闇与するシグナル経路に  
関する多くの鞭告が存在するものの、そ ニ  
の詳細脂分子メカズムに閲しては未だ  
不明な点が多い。本研究で得られた知  
鼻はこの分子メカニズムの解明に大きく  
天職されることが期挿される。   であると書えられる。  
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月縫血・末梢血およぴ  16  柑  ヒトゲノム・  席許 明弘  成体幹細胞に関する網積的な遺伝子発  「遭血幹細地移椰後に発症した難治性  rヒト幹細他事を用いる許床研究に朋す  汀床応用の待たれる再生医療の実現化  我々の行った研究の成臭が日本経済新  0  82  28  0  74  40  5  0  0   
臍鞭血由来の間葉系  再生医療  現に鵬し、米鴎NIH／NIAのグループと共  GVHDに対する血曝書由来間葉系幹絶  る指針（平成18年9月〉」の事祭事礪であ  に憮し、細胞肌互技術を確立し、細胞晶  聞（20D7年1月24巳）、眺充新聞く2007年   
幹細他の櫻供システ  零研究【再  間で研究を行い、声静随に発饗した。ま  他を用いた治療」について愉理事■会の  るGMP暮準に則った細地椚曇を行い、  千t巧の欄韓化を行ったことで、臨床応  2月6日）に取り上げられた。また、主任   
ムのすみやかな確立  生医ホ研  た、成体幹細胞に蘭する網羅的な遺伝  細胞品Xt理の欄準化を図った。  用に用いうるレベルの細胞の規範となっ  
と成書疾患への遭応  究】  千乗現に開し独自にも檎肘を行った。そ  た。   に精力的に蓼加し、瓜静昧に論文を多  

れらの情報をWE8上に公開し、すべての  徴集饗し続けている。   
匿■開係書に共書可能となっている。   

個人¶嶋の医事・生戦  16  18  ヒトゲノム・  宇耶本 鞘  もともと匿事研究tこ間する制度の牧計  診糠憎■の処理が、医療行▲の本Ⅹ  多くのインフラストラクチャーを含む匿  当方が檀知するものなし   社会全体に対して発書して行くことが肝  49  5  18  0  28  4  0  0  30   
学研究利用を支える  再生医療  を目的としていたが、検討の過穫でよリ  的な部分を巾成すること、間断こそれは  ♯慣t一般法の捜雷として、医療什報  
法的・愉理的・社会的  専研究【ヒ  

手であると考えるので、書籍の出版とい  
広範な医療の週檀における制度の檀茶  鳥曹の人格の書暮を書曝することを的じ  の研究利用に闇する法揮暮を手岬とい  

墓磐について  
う形で成兼をせに間うことを計画中であ  

トゲノム遺  となったから、本研究班の成果は、一部  る。   
伝子治療  の■門＃かこれを止捷的に利用できると  
研究】  いった性櫓のものではない。ただし、患  

書ケアに携わったことのない科筆書が、  
しかし患暑の鯵撫通観でえられた情tを  
利用してゆくことになるこれからの生物  
匿竿研究においては、旧来と全く■なっ  
た愉理が求められていることは潔く鰹撫  
されるべきである。   のであるから、事三曹利用をt環けるシ  

ステムを同時に構築しなければならな  
い。   

の  に  16  18  ノ ・  諷■ 膚  が で   橿のドナー用に  P亡RVがヒト 櫓に   ことは、フ  檀に う公   上の l  0  12    0  5    ○  0  0   
う公衆衛生上の懸巣  再生医療  れている遺伝子改変ブタには、欧米で鞭  隋♯を使う1檀移橿匿膚の安全性に闇  F静的な鰊欄であり、我が聾の■積移   

告されたブタ内在性レトロウイルス  檀ガイドラインを0〔CDやWHOで睨明し  
症間嘲に閲する指針 の実効性の向上に開  讐研究【ヒ トゲノム遺  （PERV）一人，8．0にそれぞれ近♯のプロ  
する研究  

た。ガイドラインの適切な遭用や鼻Ⅱし  
伝子治療  ウイルスが存在し、PERV－Aに近繰なウ  に必事な各ロの規制状況やインフォー  

研究】  
イルスがヒトHo山絹地に感染することが  ムドコンセントに閥する憮≠を収集し、陣  
わかった。1事な知tであり、学術愉文  生行政へ檀供した。効果的な対応には、  
を準備している。   愚書やその近網曹の積極的な協力が必  

事であり、インフォームドコンセントの役  
削が棲めて大きい。■積移袖に閲する  
指針を周知するとともに、我が四の沌針  
に、インフォームドコンセントのフォーマッ  
トの追加を考慮する必暮があることを示  
した。   

生合成解析と遺伝子  18  18  ヒトゲノム・  木内 文之  カンゾウにおけるグルテルリテンの生合  グルテルリチン生合成過犠の解明は．力  遺伝子枯攫え薬用欄儒の環墳に与える  0  5  0  0  7    0  0  ○   
組換え技術を基盤とす    再生医正  成中間体の解明は．今後の酵素並びに  ンゾウの職場において現在鰊櫨となって  影■の評価切目の一つとしてのアレロバ   
る薬用♯物の活用に  書研究【ヒ  遺伝子の解析の暮盤となる．また．ジン  いる．日本水月方で規定するグリテルリ  シー拭♯法について，8檀嬬の試験法を   
関する研究  トゲノム遺  コウノキの樹脂化過穣を明らかにできた  

伝子治♯  点は．★漕が枯濁しつつある沈書の人  

研究】  
エ的な生成に向けた研究としても工事で  
ある．薬用檎物二次代納酵素のエンジ  
ニアリングによる新規化合物の生成は．  
酵素のエンジニアリングによって望みの  
化合物を生成させるための暮礎研究とし  
ての書義が大きい．薬用■物事l子の保  
存・発芽条件書は、今後巣用櫨物★澱  
を保存・活用していくために必濱のもの  
である．   

ヒトゲノム研究に必書  18  18  ヒトゲノム・  水井 廿  細増資源のウイルス檎量体制の確立な  本研究事業によって積立された品rの  細他のクロスコンタミネーションに関する  細胞の晶r書鷹化によって、広くt及し  細胞★濃に関する技術講晋会を開催  2  23  3  0  30  3  0  0  0   

なせ暮細胞研究★∬  二＝ ● ニ＿J  らぴに断たなる品暮騨価浅の開発を実  書鷹化に関する研究威儀凋、鵠床での  データベースをJCRB細胞バンクにて確  た蛾暮細胞を使用した研究の慣榔性向  し、研究看に丑切な方法での績憫如■瀾   

の血書の書廣化に開  専研究【ヒ  施し、細胞責頒のホ廣化を行った。これ  ■生匿ホ・細胞治欄へ応用可能な技術  止しており、その成業により囁濱膿瘍由  上に■徽できると考えられ、特に公的研  の取り扱いについてt及活動を行った。   
する研究  トゲノム遺  こより細憶貴需の晶Tに執して確置たる  であり、細胞の晶■隅価に関する1暮な  来場馳株HSGがHモ山鳩胞と同一である  究tを使用した研究での研究成先にお  また、染色体の詳細解析法に憮しても技  

伝子治正  地位を築き、生命科学研究の基盤をれ  知九が欄られた。これらの技術の応用に  ということが判明し、HSGを用いて薬理  ける慣嬢性向上は行数的職点からも1  術講習会を実施し、本研究の成1の書  

研究】  
蜃することができた。今後、日本の昨生  及に努めた。   
労仙雀の細胞井∬バンクとして四書の  の♯正を指導した．   
生命判事研究の推進に貢僻する研究暮  
盤の積集を目指すものである。   

ゲノムtl集およびゲノ  18  18  ヒトゲノムt  寺尾 息治  ヒトゲノム解析の成1を暮にした、新規  今回間無した暮丑隕疾書モデルを用い  カニクイザルのES細個および各檀遺層  山  山  ロ  ■  48  8  0  0  0   
ム医療技術の開発・犠    再生医療  治■集および匿療技術の書効憤と安全  たトランスレーショナルリサーチを積極  子リソースが嚢傭されたことで、カニウイ   
床応用に★する画期  讐研究【ヒ  性を騨価するモデルとして、ヒト痍息に輝  的に井聞し、新規の医薬品および匿♯  サルをモデルとした医薬品及び医療技   
的な暮曇類研究リソー  トゲノム遺  似したC型肝炎、挿攫馨疾患、認知癒、  術開発を細胞レベルおよび分子レベル  

スの開発研究  伝子治療  甘粗餐症などの暮養鶏疾患モデルの開  で推進することが可能となった。   

研究】  
発を試み、書用な自然発症及び稟♯臍  
発モデルを開発した。   
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疾患闇遍遺伝子の機  柑  円  ヒトゲノム・  松田 潤一郎  ヒトゲノム研究用★測としての痍息モテ  本研究は、疾患モテル動物がゲ／ム匿  Ⅱ樟は一岨し、賽膿動物を生体や1糟  科竿技術壬本計画などでl生物遺伝責  闇闇H升究として、疾患捜査法の特許出  9  37  0  0  47  15  ■  0  3   
能解明のための疾患  再生医療  ル動物の系統維持、胚・E偶子零の保  事、ゲノム劃六万どの研究にスムーズに  胚・精子などでせ界的に輸出入を行う犠  渾のW略的・体系的な整傭を促進する」  鼠を1件行った。菓秩動物学会、遺伝羊   
モデル動物責源の聞  零研究【ヒ  祥、供給、遺伝攣的及び微生物芋的晶  有効に利用されるための実験動物研究  合に、人獣共通感染症のホ傭体の拡散  ことが肝われており、医掌研究や創業研  会などで年生労働省傘下の稟牧動物バ   
発と高度化に関する  トゲノム遺  井管理などに関する総合的研究を行  ★濃の暮盤曇欄を科筆的に支えるため  霊性防止策などが必事になってくること  究を支援する疾患モデル勤鞠井漂／くン  ンクとしてパネル■示を行い、／くンフレツ   
総合的研究  伝子治丑  い、疾患モデルマウスの効率■いt殖  のものである。先進的な治療法や画期  が想定され、その場合には本研究で神  クの構築は、昨生労働行政上も暮暮な  トを配布するなど広く広報暮伝活動を  

研究】  維持法の改良、マウスの体外受精能に  的な医薬品開発のた抑こは、臨床応用  られた微生物掌的な捜査技簡や実績  慣皿であり、す後、最期的、安定的な体  行った。さらに、★牧動物／くンクのホー  

子の簡便な細道法開発、近文系マウス  究が着実に推進された。   関与する空白ーの間定∴凛緒マウス糟  の前に必す動物実験を行い、その事効  が、ガイドライン専の開発に応用されるも  別の手傷を持続的に行うための纂撃研  ムページ（htt♪：／／animal．nibi0．gOjp／）を聞  
卵子のガラス化保存の実用化、人獣其  各書「1学会で成井の発表を多数行っ  
遺感染症であるリンパ球性脈絡髄隕炎  た。   
ウイルス（」CMV）汚染捜暮法開発などを  
行い、成稟は多数の四幣的学術他に縄  
粧された。   のである。   

ナルベルイメージン  】ヰ  18  萌芽的先  盛 第三  タン′くクの構遭と機能を可視化する技術  分子樽的治ホ藁開集の一盤となる技術  特に闇係はない。  総合科竿技術会■が指定した匹の1書  研究成果を一流の料竿雑誌に発表する  14   
ケによる分子の機能  叫医正枝  を積立した。タンパク構造解析技術につ  を確立した。す後はこの5年間の成果を  研究課■のひとつであるナノテクノロ  ことができた。（仙tリー0．N8tUrOModicin0．   
および構造解析  術推進研  いては本邦では匿■≠叫における初め  もとに人体的な創ホ研究に移行できる。  ジーのⅦ填では、厚生労働省に匿薇出  」；● ■ ・ ●・・・● ：こ・ ：・．  

究【ナノメ  ての楕遭生物竿研究主の蘭設となった。  すなわち、楕的タン／くりの活性中心部の  ロを見据えた研究が欄間されてきた．本  AcadB爪yOfS¢io叩○他）。Japan  

ディシン分  5年Ⅶの研究で新規タンパク4檀の構造  構造情報を暮にして、その節位と相互作  ナルベルイメージンケ研究は厚生労働  Nano200丁．Nanobi（）EXPO、人m一打ican  

野】  解析に成功した。■能イメージングにつ  用する■遭な分子を遇択する。この方法  省のナノメディシン研究の一書を増って  AQa血mYO一帖norn8dlcineなど乎闊的  
いてはせ界に先駆けてFRET法による嶋  こより、効果が大でlリ作用の少ない分子  匿環出口を見据えたナノテクノロジー研  ナノテクノロジーの学術集会で研究成1  
池内タンパクの活性化を実現した。  構的薬剤の開発に遭を聞く。本研究で  究という期待に答えることができたと雷  

は、医療機朋から疾患治■藁を発傭す  えている。   
る犠躊となりうる。また、ポ油性疾患の克  
優に向けた治療薬の開発を期待できる。  

微細相子・カテーテル  14  18  萌芽的先  埴涌 忠生  磁気研導をカテーテルの誘導神助に  診断機蕎の進歩とt及によって多数集  これ手でガイドライン亨の開発lま行って  磁気アンカーを使用した早期■がんの  当職研究用、臨床応用、王に臨床医膚  21  82  16  4  12  6  4g  4  2   
とその榛作技術の聞  珊医正枝  導入しようという取り組みは古くからある  1される、超早期で★小ながんを含む轟  いない．しかし将来せ気誘導微細相子  内視鏡的切除はこれまでに、BT戦略会  こおける標準化を目的に開発研究を   
発  術推鷹研  が．効よが不明確であるためか現在－  変に対して、これまでの鯵断・治療を  （磁気アンカー）による早期■がんの内  ♯用★料、ナショナルセンターの独立行  行っている。そのために暮手な特肝出鼎  

究【ナノメ  般的に施行されていない。これに対して  行った場合には精度が低く、侵聾も過■  明鏡的切瞼が躊坤化される段隋で、磯  政法人化を考える雷雄書余儀の♯料、  を暮積し、これ末でにこの事集に関遽す  
ディシン分  青書の明確な磁気憐導医療技術とし  である可能性がある。そこで洲ヒtや血  気アンカー機器装止を使用した適切な切  オランダ健兼用祉大臣横幕時の檀示★  る特許出脚は、海外での出麒の2件を含  

野】  
て、早期■がんの内視鏡切除時に、手  tなどの体腔を介した、本来過切な生体  除法としてガイドラインを作成する可能  料、また次世代匿■機構評価糟爛策雇  む肘朋件となっている。また新たな医膚  
術の助手のように磁気臍礪微細相子で  構造との適合性が良い、低優欄で勅書  性はあると書えられる。またせ気隋導医  書暮の医療機構暮査WGのナビゲー  技術として何度かマスコミにも取り上げら  
切除を沌助する、せ気アンカー■場♯t  的、正確で安全な鯵断・治■機攣の開舞  ■が標準化する場合には、強力な磁気  ション医職分野のモデル機器として使用  れるなど、一般四民への管■活動も行っ  
を岬発した。本邦において進んでいる内  ている。   
視蠣治療と■がん診療を繊み合わせ、  
断たな技術であるせ気臍曝の医療への  
導入を行うなど、聾静的にも本弗の技術  
を示す書義の大きな開発成果であると  
書えられる。   る。   

半導体などナノ粒子に  1l  18  萌芽的先  山本 健ニ  副作用の軽減、治療効集の向上、疾ホ  半導体ナノ粒子による生物医療応用に  5年間の研究において止掩関わる研究  13  345  14  0  79  39  29  0  5   

よるDDS  叫医療技  治療にあたって00しの向上を実現する  論文において王手な美文論文は、375  

術推進研  ため、半場体などナノ粒子を用いて藁刑  繊であった。またこの研究に開運する特  
究【ナノメ  や遺伝子の伝達システムを開発すること  隋触は33件。日軽新聞嶋など新聞欄遭  

ディシン分  を目的とする。   体染色による研究は．高齢書の失明の  は4件であった。また王手四際会汁開催  
慣因となる網陽はく厳仰の検査が可能と  は、PhotonicぢWe6t／別OSにおいて2007  

野】  なった。またフロックポリマーによる遺伝  年、2008年、2005年の3年の間、  
子治櫻は、動物実験で大きな結集を‡●、  QuさntUmDot8の生鞠・匿■応用につい  
ヒトヘの臨床が間近い。さらにIRNAを  て主催した。また神戸大事において1子  
使ったアテロコラーゲンによる、安全で非  ドットの公開シンポジウムを2007年、  
驚に効果的な、がん治療は、椚立膿が  2006年の2年の間、2固行った。   
んや乳がん治♯に大きな期持が零せら  
れている。  

ナノメディシンの稟用  14  18  萌芽的先  最谷川 慧量  ナノメティシンに関して、技術シース川嶋  ナノメディシンに関して、匿ホニーズ慣欄  事椚絆価のスクリーニング作業としてビ  指定研究運富李■会による適切な騨価  これ手で1】固のナノメディシンフォーラム  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
化i盤データベース間    嬢医療技  と医療ニーズ情欄盾書し、さらに実用化  が系統的かつt雷に事績されたデータ  アレビューの導入を提案し、実施手相を  及び進捗t理専lこより、指定研究ケ  を開催し、猛ベ53名の研究書・臨床書・   

発及び騨価に闇する  術推進研  ビジョンなどをディスカッションするナノメ  ベースは、圃内外に未だ存在しておら  示した。   ループ全体では慣事抽文1123件、出御  実務書の講漬、蓼加書糾0名lの真相を   

研究  究【ナノメ  ディシンフォーラム職能を書するため、わ  特許1棋件の買織を達成した。   書する。これによりナノメ丁イシン研究の  

ディシン分  が四におけるナノメディシン研究の効果  社食定■に■僻した。また．世界に先駆  
的・効率的推進及び四隋職●力線掃に  けてナノメディシン情報が系統的かつ1  

野】  工僻している。   tに雷積されたデータベースを構築し  
た。   

17   



≠的ペプチド付加塾感  16  屯  萌芽的先  石坂 事人  ♯的化に良好な磁性体ナノ粒子を作成  理甥的な化学療法を英明するために  濃度応答性リポソームに閲する報遭 日  0  12  3  u  10  3  5  0  0   
濃性ナノミセル及びホ    嬢医療技  し、これに柵的ペプチドを付加したブロー  ま、■的鋼▲を的確に検出し、遺択的に  
周波★点照射による  

蛙サイエンス、2008年8月号18ページ  
術推進研  ブを用いて、癌満蒙のM剛町憺の縛る事  薬物を送達する技術の確立が必暮であ  

局所DPSの開発  
「熱すると抗ガン刑を放出」朝日斬間タ  

究【ナノメ  が可能になった。一方．42鷹で息激l＝融  刊（2008．5．15）「抗がん刑放虻にメ濃度  
ディシン分  解する濃度反応性リポソームを開発し、  スイッチモ．美甘でがん抑≠勤1j巳縫  
野】  このリポソームに抗癌剤を包壌し、外部  新聞¶刊（2006．5．15）「抗がん刑集中  

から加温快導することで、局所における  投与微小カプセル開発」日刊工業新聞  
橋場杜の増柚を抑制することが可能lこ  
なった。   

（2008．5．15）「体外から温めると暮れる  
を用いた非優凛的治♯法の実現にT麒  DDS蕎効平にがん狙い書ちJ毎日新聞  
するものであり、この3年間で得られた研  夕刊（2006．5、之Z）「温めると屯れる微小  
究成集は、キ後の臨床1Ⅶにおいて、  カプセル．抗がん刑ホよ狙い事ち」   
暮暮な惰tとなる。  

テーラーメイド医療用  16  18  萌芽的先  深間 慣弘  血液1涌から¶■にDNAを解析できる小  ウルフアリン苺床試騨（藁鞠代謝酵素  次せ代匿膚機器騨価滞積検肘会（厚生  井1回匪覆テクノロジー推進会■   r薬剤野受性・I】‖乍用判定DNAチップ・シ  4  6  3  山  21  6  15  ■  7   
全自動DNAチップ鯵  叫匿環技  型の全自動DNAチップ診断機攣はせ界  CYPヱC9の遺伝子多製判定による薬物  労≠雀）／医震機葬開発ガイドライン騨  （2∞¢／p）で、医♯廿手工点間莞促遭  ステムの研究・闘】引こついて」と雌して   
断機響の開発  術推進研  的にも例がなく、サ後テーラーメイド匿ヰ  勤職予測）や、禁煙指導lこ蘭わる臨床研  価横田萎▲会（経済虔♯雀〉合間♯肘  テーマとして「ゲノム科学・タン／くクt科  本研究事1への取り組みを2004年一月  

究【ナノメ  へのt欺が期掃される。また、檎出が非  究（事物代納酵素CYP2A8の遺伝子多  会（2006／○／柑）で、「テーラーメイド匿■  攣や汀分野技術専を活用した遺伝子  27日に新聞発表。白線虚業新聞、日刊  
ディシン分  ♯に難しいとされている薬物代帥酵素  製判定lこよる喫性行動のとの開1性）か  用DNAチップ診断機静」が新たな分野と  チップ蠣の¶易診断≠♯Jが遭ばれたこ  エ集新M、化攣エー新聞、時事通情な  
野】  CYP2D¢の遺伝子欠損／工機を、DNA  ら、安全な薬物療法の実践、さらlこは予  して遭択され、匿■徽響としての騨価楕  とを受け、DNAチップの実用化に向けた  どに取り上けられた。  

チップを使って精度良く檎出できたことは  
大きな成果と舞えている．   た。   された。   

1匿の起立性低血圧   lも  18  萌芽的先  日経産業新聞2004年6月1日号の刺通  
による寝たきりを防止       叫医■技   まっていた動脈圧反射の機能を伝連関   
するバイオニック血圧   

主義t曹という特♯の中で新しい医療   
数というきわめて走1的な手法を用いて  技術として紹介された。共同通憎牡2004  

制御装置の手業技術 の  同走し、その動作冊理を機能再建嚢t  

開発及びその鶴床  ディシン分  に移檀するという「統合と合成」による機  
年10月12日号の医療新せ紀という特集  

応吊  能書建の技術が用いられる。電の内外  
の中で、t斬匿積憤絶として暢介され  

野】  た。   
にこのような着想での血圧制御♯tの  
開発lこ関する研究はみあたらない。   

ミスマッチq暮対縮合  16  18  的  中谷 和才  世界に先甲けてミスマッチ墳墓対精舎リ  ★用的なSNPタイピング手法を専業、実  小分子によるミスマッチ認撫牡構をその  q  43  0  0  41  8  u  0  0   
リガンド置電化SNP検  ガンドを用いたSNPタイビングデバイス  積過とともに明らかにした成集を、  
出デ／くイスに朋する研  の開，引こ成功した。また、本デ／くイスを  
究  

Natur●ChomiGa柑i010gyの創刊事一号  
究【ナノメ  賽用化する上で間欄となったSNPタイビ  に尭喪し、注目を浴びた。   
ディシン分  ング手法そのものの改良を行い、≠用  
野】  的なタイピング法を青井、実証した。さら  

に、小分子によるミスマッチ駿輪欄欄雁  
その構造とともに明らかにした。   

ドライ比色法による糟  18  柑  萌芽的先  堀池 楕活  稚小流体力攣（micrq軋dic）や〟   ★痛で徹暮の血液を簡■に採取する技  平成柑年7月21日、日本樺清新聞紙上  2  8  15  0  18  9  6  0  0   
1血積分析在宅礎断    叫医正枝  T∧S（microtot■l帥巾偏＝y8tOm）書の近  術は、もちろん薬事法のち■のため稟  にて、’■自宅で簡■に測定■－と櫨し、本研   
チップ  術推進研  年、盛んに研究が行われている分野で  究のチップを使い、総コレステロール、中  

究【ナノメ  の個々の成果を書儀的にれ築し、痛み  性維肪、HDLコレステロールの血中脂■  

ディシン分  ■く糟暮血液を採取する技術、この採取  3】■ヨを淵足する例が紹介された。   

野】  
した血液から複数の中日を開聞＝分析  
するチップを開発した．これらの技術は  
ぎ瞼■門分8での一筆用化例として、  
今後産業化に結びつく可能性を示すこと  
が出来た。   急昨などの遺開診断を行う静の工事な  

鯵断ツールとして有効である。  
相場内郭軍制御機能  16  18  萌芽的先  川上 茂  Invivo遺伝子治療の異観には勅書側に  難治性環七に対する遺伝子冶■技術の  通常の¶便な投与法で遺伝子治療効果  ZO88年10月8日、日経露天新聞く】1伝  0  3丁  ロ  ユ  20  ロ  Z  0  0   
を暮する斬焼場胞遭  叫医♯技  柵的栂池に遺伝子を達遵する技術の間  開発が強く望まれている。本研究では、  を期待する本技術l壬、外科的手術を伴う  子研究先欄爛欄＞において、DNAワクチ   
択型ナノ遺伝子キャリ    術推遺研  発が不可欠であり、世界中で独貞のベク  遺伝子治療を実現する上で必須な技術  饅襲的な匿徽を書小隈に留め、点著に  ンホ法に暮づく新規癌遺伝子治■法が   

アの開発と遺伝子治  究【ナノメ  ター開発研究の推進・攫興が強く望まれ  とって安全かつ安心な匪♯を縫供し、  

覆への応用  ディシン分  ている。ヰ研究では、hvi叩において★  qua町ofliんの改讐に繋がることから、  

野】  
鋼聡織機構による暮r認撫性を利用し  本研究の社会的天賦度は大きい。また  
て、遺伝子・犠色蚤藁属を投与≠位から  間柵的に期待される社会的成果として、  
標的細胞内まで送達させることができる  遺伝子治療における治震効よの改暮や  
高度な★能を発揮する多機能性禅的指  劃作用の回避を実現できるため、医薬  
向型ナノ・遺伝子キャリアの開発に成功  晶横綱化合物の♯失を防ぐと共に、遺  
した。また、遺伝子・桟酸ターゲティング  信子医薬品の投与1を最小軌こ抑える  
に必義な安定性、レセプター認轍、エン  ことでヰ民の蚤徽のTを大きく改暮でき  
ドソーム脱出専を改暮させる▲の製刑投  るだけでなく医療織済への天職も期待で  
肘のt遭化に成功した。   きる。   
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